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お
し
ら
せ 

 

■
秋
を
満
喫
！
今
年
も
本
庄

ふ
る
さ
と
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

で
菊
が
満
開
に
な
り
ま
す 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に

よ
り
植
え
込
ま
れ
た
約
１
万
株
の

菊
が
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月
下
旬

に
か
け
て
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
黄
色
・
ピ
ン
ク
・
白
な
ど
色

と
り
ど
り
の
小
菊
の
花
が
み
な
さ

ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。 

11
月
３
日
㈷
の
本
庄
ま
つ
り
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。 

※
お
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
旧

市
民
プ
ー
ル
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

★
菊
い
っ
ぱ
い
実
行
委
員
会

(21)

４
８
５
１
、
指
定
管
理
者
本
庄

市
環
境
緑
の
会

(21)
１
４
３
１
、

都
市
計
画
課

(25)
１
１
３
７ 

 

■
本
庄
ま
つ
り
に
伴
う
ご
み

収
集
中
止
・
延
期
の
お
知
ら
せ 

本
庄
ま
つ
り
で
市
内
が
通
行
止

め
と
な
る
た
め
、
本
庄
地
域
の
一

部
で
は
、
11
月
３
日
㈷
の
ご
み
収

集
が
中
止
・
延
期
と
な
り
ま
す
。 

次
回
収
集
日
ま
で
ご
家
庭
で
の

保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。 

可
燃
ご
み
収
集
中
止
地
区 

七
軒
町 

資
源
ご
み
収
集
延
期
地
区
（
11
月

10
日
㈫
へ
延
期
） 

宮
本
町
・
泉
町
・
上
町
・
仲
町
・

照
若
町
・
本
町
・
南
本
町 

※
そ
の
他
の
地
区
の
ご
み
は
、
通

常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。 

★
環
境
推
進
課

(25)
１
１
７
２ 

 

■
「
妊
婦
健
康
診
査
超
音
波
検

査
」
の
助
成
回
数
が
２
回
に
な

り
ま
し
た 

市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
出
産

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

妊
婦
健
康
診
査
超
音
波
検
査
の
助

成
回
数
を
１
回
か
ら
２
回
に
拡
充

し
ま
し
た
。
妊
娠
28
週
を
過
ぎ
た

人
で
、
本
年
４
月
１
日
以
降
に
超

音
波
検
査
を
受
け
た
場
合
が
対
象

と
な
り
ま
す
。 

対
象
者
に
は
す
で
に
通
知
を
し

ま
し
た
が
、
届
い
て
い
な
い
場
合

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

(24)
２

０
０
３ 

 

■
家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
補
助
に
つ
い
て 

 

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
人
は
、
次
の
要
件
で
補

助
金
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
建
築
確
認
を
伴
わ
な

い
で
、
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み

取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に

転
換
し
よ
う
と
す
る
人
に
つ
い
て

も
同
様
で
す
。 

 
 

な
お
、
補
助
基
数
に
は
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

補
助
対
象
地
域 

次
の
区
域
を
除

く
区
域 

○
公
共
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区

域
、
流
域
下
水
道
事
業
計
画
認

可
区
域 

○
農
業
集
落
排
水
事
業
の
処
理
区

域 

○
１
基
の
浄
化
槽
を
用
い
て
集
合

処
理
し
て
い
る
区
域 

補
助
対
象
要
件 

○
一
般
家
庭
の
専
用
住
宅
（
販
売
・

賃
貸
目
的
の
住
宅
を
除
く
）
に

設
置
さ
れ
る
10
人
槽
以
下
の
も

の 

○
小
規
模
店
舗
な
ど
の
併
用
住 

 

宅
（
住
宅
部
分
の
面
積
が
２
分

の
１
以
上
）
に
設
置
さ
れ
る
10

人
槽
以
下
の
も
の 

補
助
金
額 

○
新
規
…
一
律
12
万
円 

○
転
換
…
一
律
24
万
円 

※
既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
又
は
、

く
み
取
り
便
槽
を
撤
去
す
る
場
合

は
、
撤
去
費
と
し
て
６
万
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。 

《
補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て
》 

 
今
年
度
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
の
補
助
金
は
、
浄
化
槽
設
置
工

事
の
着
工
前
に
申
請
し
、
工
事
完

了
検
査
・
補
助
金
の
支
払
い
手
続

き
が
平
成
22
年
３
月
中
に
完
了
で

き
る
も
の
に
限
り
ま
す
。 

申
請
期
限 

11
月
30
日
㈪
ま
で 

★
環
境
推
進
課

(25)
１
１
７
０
、

総
合
支
所
経
済
環
境
課

(72)
１

３
３
１
（
内
線
２
２
５
） 

 

■
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
指
定
に
つ
い
て 

《
事
業
者
の
指
定
》 

㈲
長
島
設
備
商
会
（
北
本
市
本

町
４
―
99 

０
４
８
―
５

９
１
―
１
３
０
４
） 

★
水
道
課

(22)
２
１
５
１ 

 

■
消
防
特
別
点
検
を
実
施 

恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
市
と
市
消
防

団
児
玉
方
面
隊
、
児
玉
郡
市
広
域

消
防
本
部
児
玉
分
署
で
は
、
11
月

１
日
㈰
午
前
８
時
か
ら
金
屋
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
消
防
特
別
点

検
」
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
児
玉
地
域
で
は
当

日
午
前
６
時
に
サ
イ
レ
ン
や
半
鐘

が
鳴
り
ま
す
が
、
火
災
と
お
間
違

え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
こ
の
特
別
点
検
は
、
消

防
団
員
の
規
律
と
消
火
作
業
の
向

上
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

★
総
合
支
所
総
務
課

(72)
１
３
３

１
（
内
線
２
１
４
） 
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広報ほんじょうおしらせ版 ２

■
平
成
22
年
版
「
埼
玉
県
民
手

帳
」
を
頒
布 

サ
イ
ズ 

大
型
（
14
×
８
・
５
㎝
） 

色 
２
種
類
（
黒
・
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ

ブ
ル
ー
） 

価
格 

５
０
０
円
（
税
込
） 

販
売
期
間 

10
月
30
日
㈮
〜
12
月

28
日
㈪
（
完
売
次
第
終
了
） 

販
売
場
所 

商
工
課
（
市
役
所
４

階
）
・
総
合
支
所
経
済
環
境
課

（
総
合
支
所
２
階
） 

★
商
工
課

(25)
１
１
７
５
、
総
合

支
所
経
済
環
境
課

(72)
１
３
３

１
（
内
線
２
２
２
） 

 

■
『
児
玉
郡
市
障
が
い
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設 

障
害
者
の
就
労
機
会
の
拡
大
や

就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
目
指
し
、
本
庄
市
、
美
里
町
、

神
川
町
及
び
上
里
町
の
共
同
に
よ

り
、『
児
玉
郡
市
障
が
い
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
』
を
10
月
１
日
に
開

設
し
ま
し
た
。 

受
付
日
時 

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜

日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分 

場
所 

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
小

島
南
２
―
４
―
９
）
内 

支
援
内
容 

障
害
者
の
一
般
就
労

を
支
援
す
る
た
め
の
職
業
相
談
、

職
場
開
拓
、
職
場
定
着
支
援
な

ど 

対
象 

本
庄
市
、
美
里
町
、
神
川

町
及
び
上
里
町
に
在
住
す
る
障

害
児
・
障
害
者
で
次
の
①
〜
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人 

①
一
般
就
労
を
希
望
す
る
在
宅
の

人 

②
授
産
施
設
や
小
規
模
作
業
所
等

の
福
祉
的
就
労
を
し
て
い
る
人 

③
企
業
・
事
業
所
等
に
在
職
し
て

い
る
人 

※
障
害
の
種
別
や
手
帳
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。 

★
児
玉
郡
市
障
が
い
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー

・
FAX

(22)
３
０
６
４
、

福
祉
課

(25)
１
１
２
５ 

 

■
農
地
の
貸
借
・
売
買
等
の
情

報
に
つ
い
て 

 

平
成
21
年
９
月
末
現
在
で
農
地

を
「
貸
し
た
い
・
借
り
た
い
・
売

り
た
い
・
買
い
た
い
」
の
意
向
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結

果
は
農
業
委
員
会
の
窓
口
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
農
地
を
貸
し
た
い
・

借
り
た
い
・
売
り
た
い
・
買
い
た

い
と
考
え
て
い
る
農
家
や
農
業
法

人
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
個
人
情
報
に
関
す
る
部

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
閲
覧

を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

★
農
業
委
員
会
事
務
局

(25)
１
１

７
９ 

 

 

 

 

 
 個人住民税の納税義務者で、本年４月１日現在65歳以上の公的年金を受給している人は10月から下表の方法
で個人住民税を納付していただくこととなります。 
 ただし、次の人等は対象となりません。 
○賦課期日（＝本年１月１日）以後、本庄市に引き続き住所を有しない人 
○老齢等年金給付の年額が180,000円未満の人 
○介護保険料を特別徴収で納付していない人 
○特別徴収しようとする個人住民税額が公的年金給付額（年額）を超える人 
 この制度は、公的年金等所得に係る住民税の納付方法を変更する制度です。対象となる人で年金以外の所得
がある場合、これらの所得に係る住民税額については公的年金からは特別徴収されません。従来通りの方法で
納付してください。 
 なお、対象となる人には６月に送付した納税通知書でお知らせしています。ご確認ください。 
※制度の内容は、ホームページ（http://www.city.honjo.lg.jp/）でもお知らせしています。 
◆個人住民税の公的年金からの特別徴収の方法【例：年税額60,000円の場合】 
 今年度（初めて対象になった年） 

徴収方法 普通徴収 特別徴収 合計納付税額
（年額） 納付月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 

税額の基準 年税額の４分の１（各回） 年税額の６分の１（各回） 
60,000円 

納付税額 15,000円 15,000円 10,000円 10,000円 10,000円 

 ↑ 
納付書等によって納付する住民税額

↑ 
年金から天引きされる住民税額 

 

  

※１年間に納めていただく住民税額の算出方法は今までと変わりません。ま

た、本制度による新たな税負担は生じません。 

 

 来年度以降（２年目以降） 

徴収方法 特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収） 合計納付税額
（年額） 納付月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 

税額の基準 前年度２月と同額（各回） ［年税額－仮徴収額］の３分の１（各回） 
60,000円 

納付税額 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 

※年金額や年齢等の要件で対象にならない人は、普通徴収（納付書又は口座振替）による納付となります。
（今年度から年金所得に係る住民税は、給与からの天引きができなくなりました。） 

★課税課 (25)１１２３ 

10月から
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■
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い 

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

幼
児
や
小
学
生
、
保
護
者
を
対
象

と
し
た
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
お
友
達
を
誘
っ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。 

◎
親
子
で
お
に
ぎ
り
作
り
教
室 

市
内
産
の
新
米
で
お
に
ぎ
り
作

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

日
時 

11
月
21
日
㈯ 

午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分 

講
師 

伊
藤 

和
子 

先
生 

対
象 

小
学
生
と
保
護
者 

定
員 

６
組
（
先
着
順
） 

費
用 

１
０
０
円
（
１
人
に
つ
き
） 

用
意 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

手
ふ
き
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容

器
、
上
履
き 

申
込 

11
月
２
日
㈪
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
日
の
出
児
童

セ
ン
タ
ー
へ 

      

◎
茶
道
教
室 

 

茶
道
の
心
得
や
お
手
前
を
習
い

ま
す
。
初
心
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。

靴
下
を
着
用
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

日
時 

11
月
７
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

３
時 

対
象 

小
学
生 

定
員 

10
人
（
先
着
順
） 

費
用 

無
料 

用
意 

手
ふ
き
タ
オ
ル 

申
込 

10
月
22
日
㈭
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
日
の
出
児
童

セ
ン
タ
ー
へ 

◎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

 

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
楽
し
く
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。 

日
時 

11
月
28
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

３
時 

対
象 

小
学
生 

定
員 

20
人
（
先
着
順
） 

費
用 

無
料 

用
意 

上
履
き
、
タ
オ
ル 

申
込 

11
月
10
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
日
の
出
児
童

セ
ン
タ
ー
へ 

◎
あ
や
と
り
・
お
て
だ
ま
・
折
り

紙
教
室 

 

季
節
に
あ
っ
た
小
物
を
折
り
紙

で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
て
だ

ま
や
あ
や
と
り
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。 

日
時 

11
月
14
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

３
時 

対
象 

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者 

費
用 

無
料 

用
意 

作
品
を
持
ち
帰
る
袋 

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、
直
接
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー

(21)
０

４
２
０ 

■
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
に
ご
相
談
を 

 

女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
つ

い
て
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
が
、

次
の
期
間
は
受
付
時
間
を
延
長
し

て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

期
間 

11
月
15
日
㈰
〜
21
日
㈯ 

受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時
（
15
日
㈰
・
21
日
㈯
は

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
） 

相
談
受
付 

０
５
７
０
―
０

７
０
―
８
１
０ 

相
談
担
当
者 

法
務
局
職
員
、
埼

玉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
委

員 

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課

０
４
８
―
８
６
３
―

９
５
８
９ 

 

■
暮
ら
し
を
支
え
る
「
税
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

11
月
11
日
㈬
か
ら
17
日
㈫
ま
で

は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。 

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
『
Ｉ
Ｔ

化
・
国
際
化
と
税
』。
暮
ら
し
を
支

え
る
税
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

※
申
告
・
納
税
・
申
請
・
届
出
は

便
利
な
「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
」
で
。 

★
本
庄
税
務
署
総
務
課

(22)
２
１

１
１ 

地上デジタル放送（地デジ）への移行を支援しています 
◇簡易チューナーを給付しています 
総務省では、経済的な理由などで地上デジタル放送を見ることができない世帯に対して、簡易なチューナー
を無償給付するなどの支援を開始しています。 
対象 生活保護などの公的扶助を受けている世帯等で、ＮＨＫの受信料が全額免除となっている世帯 
※支援の申し込みには、ＮＨＫと受信契約を結び、受信料全額免除の適用を受けることが必要です。 
※支援はチューナー現物の給付となります。ご自分で購入したチューナーやアンテナ改修等の費用を清算する
ことはできません。 
★総務省地デジチューナー支援実施センター ０５７０―０３３―８４０ 

◇共同受信施設の改修費用を助成しています 
集合住宅等の共同受信施設や建造物等による受信障害対策として設置された共同受信施設を地上デジタル放
送に対応するように改修する際、費用負担が過重となる場合に、その費用の一部を国が助成します。 
なお、助成を受けようとする場合は、改修工事を行う前に申請してください。 

《①集合住宅等の共同受信施設について》 
申請期間 平成22年１月15日㈮まで 
《②建造物等による受信障害対策として設置された共同受信施設について》 
申請期間 12月28日㈪まで 
《①②共通》 
助成の条件 世帯当たりの負担額が35,000円以上であること 
助成額 最大で費用の２分の１ 
※詳しくは、ホームページ（http://digisuppo.jp/）でも紹介しています。 
★デジサポ助成金相談窓口 ０５７０―０９３―７２４（つながらない場合は、 ０３―５６２３―３１２１）
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■
青
色
申
告
決
算
説
明
会
の

お
知
ら
せ 

                              

★
本
庄
税
務
署
個
人
課
税
部
門

(22)
２
１
１
４ 

■
年
末
調
整
等
説
明
会
の
お

知
ら
せ 

《
11
月
19
日
㈭
実
施
》 

時
間 

午
後
２
時
〜
４
時 

会
場 

セ
ル
デ
ィ
２
階
大
会
議
室 

対
象
地
区 

本
庄
市
、
神
川
町 

《
11
月
20
日
㈮
実
施
》 

時
間 

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

２
時
〜
４
時 

会
場 

中
央
公
民
館
実
習
教
室
Ａ
・

Ｂ 

対
象
地
区 

本
庄
市
、
美
里
町
、

上
里
町 

【
年
末
調
整
事
務
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
】 

★
本
庄
税
務
署
源
泉
所
得
税
担
当

(22)
２
１
１
２ 

【
源
泉
徴
収
票
等
法
定
資
料
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
】 

★
本
庄
税
務
署
法
定
資
料
担
当

(22)
２
１
１
３ 

 

■
里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま

す
か
〜
今
、
里
親
を
求
め
て
い

ま
す
〜 

 

里
親
と
は
、
病
気
や
家
庭
の
事

情
な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
、
親
が

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な
い
場
合
に
、

一
時
的
又
は
継
続
的
に
子
ど
も
を

預
か
り
、
育
て
る
人
の
こ
と
で
す
。 

近
年
、
親
が
育
て
ら
れ
ず
保
護

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
が
健
や
か
に
育

つ
た
め
に
は
、
温
か
い
環
境
の
中

で
過
ご
す
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

で
す
。 

【
里
親
に
な
る
に
は
】 

 

一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
特
別

な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

な
お
、
登
録
前
に
所
定
の
研
修

を
受
講
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

★
熊
谷
児
童
相
談
所

０
４
８
―

５
２
１
―
４
１
５
２ 

 

講
座
・
教
室 

 

■
「
秋
の
お
茶
会
」
を
開
催 

お
茶
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。 

日
時 

11
月
１
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

午
後
３
時 

会
場 

セ
ル
デ
ィ
茶
室 

費
用 

１
、
０
０
０
円
（
２
席
分
、

茶
・
茶
菓
子
代
と
し
て
） 

★
セ
ル
デ
ィ

(72)
８
８
５
１ 

 

■
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
「
年
賀

状
・
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
」
教

室
を
開
催 

日
時 

11
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日 

全
４
回 

午

後
７
時
〜
９
時 

会
場 

児
玉
隣
保
館 

講
師 

東 

禎
章 

先
生 

定
員 

10
人
（
先
着
順
） 

費
用 

１
、
０
０
０
円
（
教
材
費
） 

用
意 

筆
記
用
具 

申
込 

10
月
26
日
㈪
か
ら
電
話
で

左
記
へ 

★
児
玉
隣
保
館

(72)
１
６
３
５ 

 

■
創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内 

 

創
業
を
志
す
人
や
創
業
間
も
な

い
人
を
対
象
に
経
営
者
感
覚
の
育

成
、
創
業
に
向
け
た
具
体
的
行
動

を
学
ぶ
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。 

日
時 

11
月
15
日
㈰ 

午
後
１
時
〜

４
時 

会
場 

本
庄
商
工
会
議
所
第
２
会

議
室 

テ
ー
マ 

創
業
の
プ
ロ
セ
ス
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ 

費
用 

１
、
０
０
０
円 

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ 

★
本
庄
商
工
会
議
所

(22)
５
２
４

１
、
児
玉
商
工
会

(72)
１
５
５

６ 

 

■
小
学
生
親
子
わ
ら
鉄
砲
作

り
教
室
を
開
催 

「
と
お
〜
か
ん
や
、
と
お
か
ん

や
…
。
」
昔
の
遊
び
を
親
子
で
体

験
し
ま
し
ょ
う
。 

日
時 

11
月
７
日
㈯ 

午
前
９
時

30
分
〜
11
時 

会
場 

児
玉
公
民
館 

定
員 
親
子
10
組
（
先
着
順
） 

申
込 

10
月
27
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
曜
日
の
み
受
付
） 

★
児
玉
公
民
館

(72)
４
７
８
９ 

 

催 

し 
 

■
異
文
化
交
流
「
邦
楽
の
会
」

を
開
催 

早
稲
田
大
学
留
学
生
と
の
交
流

を
兼
ね
た
日
本
文
化
を
知
る
会
で

す
。
筝
曲
（
そ
う
き
ょ
く
）
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
フ
エ
ム
で
も
お
な
じ

み
の
男
性
豪
華
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

本
物
の
演
奏
（
唄
、
筝
、
三
味
線
、

鼓
）
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

日
時 

11
月
８
日
㈰ 

午
後
２
時

30
分
〜
４
時
30
分 

会
場 

本
庄
東
高
等
学
校
和
室 

講
師 

三
古
谷 

裕 

先
生
（
筝
、

三
味
線
、
唄
）
、
田
中 

奈
央
一

先
生
（
筝
、
三
味
線
、
唄
）
、

福
原 

鶴
十
郎 

先
生
（
鼓
） 

出
演 

本
庄
東
高
等
学
校
筝
曲
部

の
み
な
さ
ん 

定
員 

60
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
） 

参
加
費 

無
料 

申
込 

11
月
５
日
㈭
ま
で
に
電
話

又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
左
記
へ 

★
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

研
究
推
進
機
構

(24)
７
４
５
５･

FAX

(24)
７
４
６
５ 

職種 日 程 時  間 会 場 対象地区 

農業 

11月25日㈬ 

午後２時～４時 

市役所２階職員厚生室 本庄市 

11月26日㈭ 美里町役場２階会議室 美里町 

11月27日㈮ 上里町役場４階大会議室 上里町、神川町 

営業・ 

不動産 

11月30日㈪ 
午前10時～正午 本庄商工会議所２階第一

会議室 
本庄市、美里町 

午後１時30分～３時30分

12月１日㈫ 
午後１時30分～３時30分

児玉商工会館２階会議室 本庄市（児玉地域）

12月２日㈬ 上里町役場４階大会議室 上里町、神川町 
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■
本
庄
早
稲
田
第
２
回
「
食
の

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催 

 
地
域
に
お
け
る
食
品
加
工
産
業

の
振
興
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２

回
「
食
の
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。
基
調
講
演
や
発

表
会
を
通
じ
て
、
食
の
安
全
・
安

心
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
時 

11
月
15
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分 

会
場 

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

主
な
内
容 

【
講
演
会
】
（
参
加
費
無
料
） 

①
基
調
講
演
「
微
生
物
に
学
ぶ
発

酵
道
〜
本
当
の
幸
せ
や
健
康
を
、

微
生
物
か
ら
学
び
ま
し
た
〜
(仮)
」 

時
間 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

講
師 

寺
田 

啓
佐 

先
生 

定
員 

１
３
０
人
（
先
着
順
） 

申
込 

10
月
26
日
㈪
か
ら
電
話
で

㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

研
究
推
進
機
構
へ 

②
健
康
ア
グ
リ
道
場
栄
養
講
演

「
食
楽
と
動
楽
で
健
康
増
進
」 

時
間 

午
後
３
時
15
分
〜
４
時
15

分 

講
師 

樋
口 

満 

先
生
（
早
稲

田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院

教
授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
早
稲

田
の
杜
） 

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

【
参
加
企
業
・
機
関
に
よ
る
、「
食

の
安
心
・
安
全
に
配
慮
し
た
食

品
・
食
品
加
工
品
の
取
り
組
み
」

の
発
表
】
（
予
定
） 

【
地
元
の
安
全
農
産
物
及
び
加
工

食
品
の
試
食
・
販
売
】
（
予
定
） 

【
敷
地
内
レ
ス
ト
ラ
ン
「
馬
車
道
」

シ
ェ
フ
に
よ
る
地
元
製
品
を
使
用

し
た
ラ
ン
チ
の
格
安
提
供
】（
予
定
） 

【
健
康
ア
グ
リ
道
場
「
健
康
料
理
教

室
」
】
（
参
加
費
無
料
） 

○｢

食
の
安
全
は
身
体
の
安
心
〜

本
庄
産
野
菜
で
健
康
生
活
〜
」 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
金
メ

ダ
リ
ス
ト
高
橋
尚
子
さ
ん
の
元
専

属
栄
養
士
に
よ
る
料
理
教
室
で
す
。 

時
間 

午
前
10
時
30
分
〜
正
午 

場
所 

早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学

院
家
庭
科
室 

※
講
演
会
、
発
表
会
と
は
会
場
が

異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

講
師 

新
生 

暁
子 

先
生
（
元

チ
ー
ム
Ｑ
専
属
栄
養
士
）、
村
上 

晴
香 

先
生
（
国
立
健
康
栄
養

研
究
所
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
早

稲
田
の
杜
） 

定
員 

20
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
） 

申
込 

11
月
６
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
研
究
推
進
機
構
へ 

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

howarp.or.jp/

）
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

★
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

研
究
推
進
機
構

(24)
７
４
５
５ 

■
小
山
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

探
検
ツ
ア
ー
（
下
水
道
施
設
見

学
会
）
を
開
催 

 

小
山
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
な
が
ら
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、

ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
景
品
が
も
ら

え
る
探
検
ツ
ア
ー
を
県
民
の
日
に

合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。 

日
時 

11
月
14
日
㈯ 

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
入
場
は
午
後
３
時

ま
で
） 

会
場 

小
山
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
東
五
十
子
３
８
２
―
１
） 

対
象 

ど
な
た
で
も 

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
左

記
へ 

★
㈶
埼
玉
県
下
水
道
公
社
小
山
川

支
所

(21)
７
９
９
７ 

 

ス
ポ
ー
ツ 

 

■
初
心
者
向
け
太
極
拳
教
室

を
開
催 

 

太
極
拳
で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時 

11
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
・

26
日
㈭
・
12
月
３
日
㈭ 

全
４

回 

午
前
10
時
〜
正
午 

会
場 

東
台
会
館 

講
師 

横
塚 

好
子 

先
生 

定
員 

20
人
（
先
着
順
） 

費
用 

無
料 

用
意 

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内

用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

申
込 

10
月
26
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ 

★
東
台
会
館

(24)
０
２
９
５ 

 

■
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
を
開
催 

初
心
者
・
初
級
者
大
歓
迎
で
す
。 

寒
さ
に
負
け
な
い
健
康
な
体
力
づ

く
り
の
た
め
に
水
泳
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。 

日
時 

11
月
９
日
か
ら
12
月
21
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
11
月
23

日
㈷
を
除
く
） 

全
６
回 

午

前
11
時
〜
正
午
（
初
回
の
み
午

前
10
時
45
分
〜
正
午
） 

会
場 

ス
ウ
ィ
ン
本
庄
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
（
小
島
南
１
―
10
―

52
） 

ク
ラ
ス
（
全
２
ク
ラ
ス
） 

○
初
心
者
…
水
に
慣
れ
親
し
み
な

が
ら
泳
ぐ
感
覚
を
つ
か
ん
で
い

く 

○
初
級
者
…
個
々
の
泳
力
に
合
わ

せ
た
指
導
で
、
泳
力
の
向
上
を

目
指
す 

対
象 

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
者 

定
員 

各
ク
ラ
ス
15
人
（
先
着
順
） 

参
加
費 
１
、
２
０
０
円 

用
意 

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
、
ゴ
ー
グ
ル
、
タ
オ
ル
等 

申
込 

10
月
26
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ 

★
体
育
課

(25)
１
１
５
２ 

 

■
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
参

加
者
を
募
集 

 

関
東
平
野
が
一
望
で
き
る
絶
景

ポ
イ
ン
ト
、
鐘
撞
堂
山
を
ハ
イ
キ

ン
グ
し
ま
す
。 

日
程 

11
月
23
日
㈷ 

集
合
時
間 

午
前
９
時 

集
合
場
所 

シ
ル
ク
ド
ー
ム
前
庭 

コ
ー
ス 

鐘
撞
堂
山
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
（
深
谷
市
） 

※
シ
ル
ク
ド
ー
ム
か
ら
車
に
分
乗

し
、
谷
津
池
駐
車
場
に
到
着
後
、

鐘
撞
堂
山
頂
（
標
高
３
３
０
ｍ
）

を
目
指
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す
。 

講
師 

市
体
育
指
導
委
員 

対
象 

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
者 

定
員 

40
人
（
先
着
順
） 

費
用 

１
０
０
円
（
当
日
集
金
、

自
然
木
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
材
料

代
と
し
て
） 

用
意 

登
山
用
の
靴
、
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
、
軍
手
、
昼
食
、
飲
み

物
、
荒
天
に
も
対
応
で
き
る
雨

具
、
着
替
え
用
衣
類
等 

申
込 

10
月
29
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ 

★
体
育
課

(25)
１
１
５
２
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～『秋の図書館まつり』を開催します～ 
 読書の秋です。図書館では新移動図書館車「ほきいち号」の運行を記念して、図書館まつりを開催します。
たくさんのイベントを用意してみなさんのお越しをお待ちしています。 
開催期間 11月１日㈰～13日㈮（２日㈪・３日㈷・９日㈪を除く） 午前９時30分～午後６時15分 
開催会場 図書館本館 

企画展「ほきいち号がやってきた！～夢を運ぶ移動図書館車展～」 

 11月から運行する新移動図 

書館車「ほきいち号」を見て 
みよう。 
期間 11月６日㈮～13日㈮ 
会場 図書館本館１階ブラウ 

ジングコーナー 
内容 「ほきいち号」や歴代移動図書館車に関する 

パネルや写真、愛称の由来である塙保己一に 
関するパネル展示など 

協力 本庄市読書会連絡協議会 

新移動図書館車写生大会 
 秋空の下で移動図書館車を描きましょう。小さな
お子さん用のぬり絵も用意してお待ちしています。
日時 11月１日㈰ 午前10時～正午 
会場 図書館本館北側駐車場 

新移動図書館車オープンセレモニー 
 テープカット、愛称採用者への記念品贈呈、新移
動図書館車の見学、本の貸し出しを行います。 
日時 11月７日㈯ 午前10時30分～正午 
会場 図書館本館正面駐車場 

文芸講演会 
「郷土から世界を見つめていた人 

～ヘンリー・ソローの日々～」
日時 11月８日㈰ 午後２時～４時 
会場 図書館本館３階第二読書室 
講師 山口 晃 先生（大学講師・翻訳家） 
講師プロフィール 
 1945年（昭和20年）本庄に生まれる。慶應義塾大
学大学院法学研究科博士課程を経て、現在、駒澤
大学講師。『ビルマ・タイ鉄道建設捕虜収容所』の
翻訳で1993年度日本翻訳文化賞。本庄市立図書
館・石川三四郎資料室の整備及び『木学舎便り―
石川三四郎研究個人誌』の刊行に対して2004年度
埼玉文化ともしび賞。現在はヘンリー・ソローの
作品の翻訳に従事。 

群書類従の版木をすってみよう 
日時 11月７日㈯ 午後２時～４時 
会場 図書館本館３階第二読書室 

朗読の会 
日時 11月７日㈯ 午前11時30分～正午 
会場 図書館本館２階視聴覚室 
協力 図書館朗読の会「ラ・ヴ・リ」 

オリジナルしおりをつくろう 
日時 11月８日㈰ 午前11時～正午 
会場 図書館本館児童室 

おはなし会 
日時 11月７日㈯ 午前10時～10時30分 
会場 図書館本館児童室 
協力 本庄ほんの会 

～11月の移動図書館～ 

本 庄 東 小 20日㈮ 午後１時40分～２時40分

藤 田 小 11日㈬ 午後１時30分～２時30分

仁 手 小 19日㈭ 午後１時25分～２時45分

旭 小 ５日㈭・25日㈬ 午後１時～２時20分 

北 泉 小 12日㈭ 午後１時15分～２時15分

本 庄 南 小 18日㈬ 午後１時20分～２時20分

中 央 小 17日㈫ 午後１時40分～２時40分

児 玉 小 ６日㈮ 午後１時15分～２時15分

秋 平 小 ４日㈬・26日㈭ 午後１時30分～２時30分

本 泉 小 13日㈮ 午後３時～４時 

共 和 小 10日㈫・27日㈮ 午後１時30分～２時30分

本庄市保健

センター 
26日㈭ 

午前10時30分～11時30分

寿 楽 園 20日㈮ 

※11月10日㈫から新移動図書館車が運行を開始しま

す。一般書籍も積んでいますので、ご利用ください。 

アニメ上映会 
日時 11月８日㈰ 午後２時～３時 
会場 図書館本館２階視聴覚室 
内容 アニメ版「学校の怪談」 

おはなし発表会 
日時 11月１日㈰ 午後１時30分～３時 
会場 図書館本館３階第二読書室 
協力 本庄おはなしの会連絡会 

ふんわりふわふわ布の絵本展 
触って遊べる手作りの布の絵本展です。 
期間 11月１日㈰～10日㈫ 
会場 図書館本館児童室ブックスタート 

コーナー 
協力 布の絵本こひつじ文庫 

★図書館本館 
 (24)３７４６


